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電子顕微鏡による研究業績集
平成2年（1990）
RanαcαηcWo勉：Uchiyama，　M．，　Murakami，　T．
（Dept．　of　Oral　PhysioL，　Nippon　Dent　Univ．），
Yoshizawa，　H．（Dept．　of　Oral　HistoL，　Mat－
sumoto　Dent．　Coll．）and　Wakasugi，　C．（Dept．　of
Oral　Histol．，　Nippon　Dent．　Univ．）．　J．　Morpho－
logy，204：147－156，1990．
生物学研究室
　学会発表
ハイドロキシアパタイト・コー一一テッド・インプラ
ソトに関する実験的研究一神経再生に伴う
cholinesterase活性の推移について一第1報対照
群1植田章夫，千野武廣（松本歯大・口腔外科1），
川原一祐（松本歯大・生物）．日口科誌，39⑤：
1337－1338，1990．日本口腔科学会総会（第44回）
平成2年4月．
ロ腔解剖学講座第II
　論文発表
Morphological　changes　induced　by　the　calcium
ionophore　A23187　in　rat　basophilic　leukemia
（2H3）cells：Sahara，　N．，　Siraganian，　R．　P．　and
Oliver，　C．（Lab．　of　ImmunoL，　National　Inst．　of
Dent．　Res．）．　J．　Histochem．　Cytochem．38（7）：975
－983，1990．
Lateral　diffusion　of　luminal　membrane　compo・
nents　during　secretion　in　parotid　acinar　cells　of
the　rat．　Immunocytochemical　and　freeze－frac・
ture　studies：Sahara，　N．　and　Suzuki，　K．（Dept．
of　Oral　Histol．，　Matsumoto　Dent．　Coll．）．　Cell
Tissue　Res．261：461－466，1990．
火葬されたブレード・インプラント挿入下顎骨の
観察：吉沢英樹（松本歯大・口腔解剖II），佐藤文
夫，阪本義樹（大阪口腔インプラント研究会），矢
ケ崎　裕，鈴木和夫（松本歯大・ロ腔解剖II）．口
腔インプラント学会誌，4（1）掲載予定．
　学会発表
ヒト歯肉の炎症巣にみられる形質細胞について：
佐原紀行，鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II）．解
剖誌，65（4）：308，1990．日本解剖学会総会（第95
回）平成2年4月．
カニクイガエル幼生の内鯉の微細構造：吉沢英
樹，鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II），吉原正義
（日本歯大・口腔生理）．解剖誌，65（4）：307，1990．
日本解剖学会総会（第95回）平成2年4月．
組織学的所見からみた形状記憶合金インプラント
の特徴：鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II）．形状
記憶医用学会第6回総会学術大会，国際インプラ
ントシンポジウムイン名古屋，平成2年4月．
ヒト歯肉の組織学的研究一抗体産生細胞について
一：佐原紀行，大口弘和，鈴木和夫（松本歯大・
口腔解剖II）．抄録誌：135．日本歯周病学会1990
春季総会（第33回）平成2年5月．
Structure　of　the　internal　gills　in　tadpoles　of　the
crab－eating　frog，　Rana　cancn’vora：Uchiyama，
M．（Dept．　of　Oral　Physiol．，　Nippon　Dent．　Univ．），
Yoshizawa，　H．（Dept．　of　Oral　Histol．，　Mat・
sumoto　Dent．　Co11．），　Wakasugi，　C．（Dept．　ofOral
HistoL，　Nippon　Dent．　Univ．）and　Oguro，　C．
（Dept．　of　BioL，　Faculty　of　Science，　Toyama
Univ．）．　Zoological　Science，7（4）：623－630，1990．
Structure　of　the　kidney　in　the　crab－eating　fro9，
ヒト歯肉の組織学的研究一歯肉内に認められる石
灰化物について：大口弘和 佐原紀行，鈴木和夫
（松本歯大・口腔解剖II）．抄録誌194．日本歯周
病学会1990春季総会（第33回）平成2年5月．
Histological　observation　of　the　hydroxyapatite
coated　implant（SUMICIKON⑧）：Suzuki，　K．
（Dept、　of　Oral　Histol．，　Matsumoto　Dent．　ColL），
Ito，　M．（Inst．　for　Dental　Sci．，　Matsumoto　Dent．
ColL），　Tsunosue 　U．（Dept．　of　Oral　PathoL，
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Matsumoto　Dent．　ColL）and　Yoshizawa，　H．
（Dept．　of　Oral　HistoL，　Matsumoto　Dent．　Co1L）．
Biennial　Congress　of　lntemationa1　Association
of　Oral　Pathologists（5th），　Satellite　Symposi㎜
（1），July，1990．
ヒト歯肉粘膜固有層の抗体産生細胞：佐原紀行，
大口弘和，鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II）．松
本歯科大学学会総会（第30回）平成2年7月．
歯基礎誌，32（補冊）：146，1990．
会総会（第32回）平成2年10月．
歯科基礎医学
破歯細胞の分化について一ヒト乳歯の脱落期の内
部吸収をモデルとして一：佐原紀行，鈴木一郎，
鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II），岡藤範正，出
口敏雄（松本歯大・歯科矯正）．歯基礎誌，32（補
冊）：147，1990．歯科基礎医学会総会（第32回）
平成2年10月．
Core－vent　Implant周囲組織の観察：吉沢英樹，
長谷川敬保，磯部晴彦，鈴木和夫（松本歯大・口
腔解剖II）．抄録集：135．日本口腔インプラント
学会総会20周年記念講演会，第10回日本口腔イン
プラント学会中国・四国支部総会併催，平成2年
7月．
ハイドロキシアパタイト溶射インプラント挿入周
囲組織の組織学的検索：鈴木和夫，吉沢英樹，磯
部晴彦，長谷川敬保（松本歯大・口腔解剖II），伊
藤充雄（松本歯大・総歯研）．抄録集：48．日本ロ
腔インプラント学会総会20周年記念講演会，第10
回日本口腔インプラント学会中国・四国支部総会
併催，平成2年7月．
家兎血清Ca低下作用物質の硬組織発育促進に関
する研究（第3報）ラット切歯のラベリング像に
おけるカルシウムとリンの量について：伊藤茂
樹，中山雅弘，今枝忠厚，太田紀雄（松本歯大・
歯科保存1），鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II）．
日本歯周病学会誌，32（秋季特別号）：145，1990．
秋季日本歯周病学会総会（第33回）平成2年1月．
多孔性ハイドロキシアパタイト溶射インプラント
の組織学的観察：磯部晴彦，長谷川敬保，吉沢英
樹，鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II），伊藤充雄
（松本歯大・総歯研）．抄録集：16．日本口腔イン
プラソト学会中部支部総会（第11回）平成2年11
月．
Histochemical　study　of　cytodifferentiation　of
odontoclast：Sahara，　N．（Dept．　of　Oral　Histol．，
Matsumoto　Dent．　ColL），Okafuji，　N．，　Deguchi，
T．（Dept．　of　Orthod．，　Matsumoto　Dent．　ColL）
and　Suzuki，　K．（Dept．　of　Oral　HistoL，　Mat・
sumoto　Dent．　Co11．）．　J．　Histochem．　Cytochem．　38
（7）：1034，　1990．日米合同細胞組織化学会（第3回）
平成2年8月．
艀化直後の下垂体，副甲状腺および鯉後腺除去が
ヘビの成長および血漿Ca濃度におよぼす影響：
吉原正義，内山　実，村上俊樹（日本歯大・口腔
生理），吉沢英樹（松本歯大・口腔解剖II）．歯基
礎誌，32（補冊）：75，1990．歯科基礎医学会総会
（第32回）平成2年10月．
ヒト乳歯の脱落期における内部吸収について：岡
藤範正，出口敏雄（松本歯大・歯科矯正），鈴木一
郎，佐原紀行，鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II）．
Core－vent　Implant周囲組織の観察（第2報）：長
谷川敬保，磯部晴彦，吉沢英樹，鈴木和夫（松本
歯大・口腔解剖II）．抄録集二17．日本口腔インプ
ランb学会中部支部総会（第11回）平成2年11月．
象牙質吸収部へのセメント質添加について：佐原
紀行，鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II），岡藤範
正，豊城あずさ，出口敏雄（松本歯大・歯科矯正）．
松本歯科大学学会例会（第31回）平成2年11月．
Cytodifferentiation　of　odontoclasts　in　exfoli・
ation　of　human　deciduous　teeth：Sahara，　N．
（Dept．　of　Oral　Histol．，　Matsumoto　Dent．　Coll．），
Toyoki，　A．，　Okafuji，　N．，　Deguchi，　T．（Dept．　of
Orthod．，　Matsumoto　Dent．　ColL）and　Suzuki，　K．
（Dept．　of　Oral　HistoL，　Matsumoto　Dent．　Coll．）．
抄録集：70．国際歯科研究学会日本部会（JADR
総会，第38回）平成2年11月．
論文発表
ロ腔生理学講座
松本歯学　17（1）1991
Identification　of　5’－adenylylimido－diphosphate－
hydrolyzing　enzyme　activity　in　rabbit　taste　bud
cells　using　X－ray　microanalysis：Asanuma，　N・
（Dept．　of　Oral　Physiol．，　Matsumoto　Dent．　Coll．）．
Stain　Technol．65（2）：69－75，1990．
　　ウサギ味蕾細胞微絨毛には，ATP類似物質5・
　一アデニリルイミド2リン酸を加水分解する酵素が
　存在する．電顕組織化学反応産物をX線分析して，
　この酵素が5一アデニリルイミド2リン酸をAMP
　とイミド2リン酸に分けることを明らかにした．こ
　れは，本酵素がアデニル酸シクラーゼまたはATP
　ピロボスホヒドロラーゼであることを示唆する．
Cytochemical　study　of　the　5’－adenylylimidodi－
phosphate－hydrolyzing　enzyme　activity　in　the
microvilli　of　taste　bud　cells　in　rabbits：estima－
tion　of　the　number　of　the　catalytic　sites：
Asanuma，　N．　and　Nomura，　H．（Dept．　of　Oral
Physio1．，　Matsumoto　Dent．　Coll．）．松本歯学，16
（2）：145－151，　1990．
　　ウサギ味蕾細胞微絨毛に見られる5Lアデニリ
　ルイミド2リン酸分解酵素を細胞化学（鉛法）によ
　り調べた．穎粒状の反応産物の体積は，反応時間に
　比例して増加したが，その数は反応時間や組織固定
　条件の違いにかかわらず一定だった．微絨毛膜に一
　定数の触媒部位（20／μm2）が存在すると考えられ
　る．
口腔病理学講座
　論文発表
　Arare　variant　of　acinic　cell　carcinoma　of　the
upper　lip：Acase　report　and　review　of　the
literature：Eda，　S．，　Hasegawa，　S．，　Nakamura，
C．（Dept．　of　Oral　PathoL，　Matsumoto　Dent．
Coll．），　Yamazaki，　T．（Komoro　Kosei　Hosp．）and
Kawakami，　T．（Dept．　of　Oral　PathoL，　Matsu－
moto　Dent．　ColL）．　Oral　Surg．69：84－88，1990．
　　60歳男性の上唇に発生した唾液腺腫瘍を病理学的
　に追究したところ特異な組織像を呈していた．すな
　わち光顕的には，比較的淡明な類円形ないし多角形
　の細胞が胞巣状に増植しており，この胞体内には細
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頼粒状構造がみられた．この一部はPAS反応陽性
（ジアスターゼ抵抗性）を示したが，大部分は陰性
だった．又ムチカルミン染色に対しても一部が淡染
した．電顕的には，大多数の細胞の細胞質には電子
密度中等度の粘液様頼粒が観察された．以上の所見
から，本症例は粘液性腺房細胞の腫瘍性増植による
ものと考察された．
Tissue　reactions　to　dimethylpolysiloxane　em－
bedded　subcutaneously　in　rats：Kawakami，　T．，
Yoshikawa，　M．　and　Eda，　S．（Dept．　of　Oral
Pathol．，　Matsumoto　Dent．　Coll．）．　Med．　Sci．　Res．
18：485－487，1990．
　　SD系ラット18匹の腹部皮下組織内にジメチルポ
　リシロキサンを埋入し，その後の組織反応を検索し
　た．その結果，大多数の例では，約6か月経過する
　と高度に線維化した組織により被包されていた．ま
　た6か月例の1例においては，一部にヘマトキシリ
　ンに濃染した部を持つ不整な軟骨組織が形成されて
　いた．これは，電顕的には，中程度の電子密度を示
　す細線維が密に存在する基質と，明るい豊富な細胞
　質の特徴的な軟骨細胞とから成っていた．さらにこ
　れらの部では改造現象を思わせる構造があり，同部
　は骨と同様な膠原線維を基質としており，少数では
　あったが，骨細胞様の封入細胞も観察された．
セメント質形成性線維骨腫性エプーリスの1症
例：中鳥　哲，矢ケ崎　崇，山岸眞弓美，山田哲
男，植田章夫，北村　豊，千野武廣（松本歯大・
口腔外科1），長谷川博雅（松本歯大・口腔病理）．
日ロ外誌，36：1910－1914，1990．
Cemento－Ossifying　Fibromaに現われた硬組織
の超微形態学的分類1安東基善，長谷川博雅，河
住　信（松本歯大・口腔病理），赤羽章司（松本歯
大・電顕室），川上敏行，枝　重夫（松本歯大・口
腔病理）．J．　Clin 　Electron　Microsc．23（3）：301
－307，1990．
　　39歳女性の下顎骨に発生したcemento・ossifying
　fibromaの腫瘍中に形成された2種類の硬組織につ
　いて，光顕像と対比しつつ，その超微細構造を比較
　検討した．その結果，セメント質瘤様組織は骨様組
　織に比べ，緩慢で緻密な石灰化を示すと考えられ，
　骨様組織と鑑別された．腫瘍細胞については，骨基
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質に封入された骨細胞を除いて，とくにその超微細
構造から，線維芽細胞，骨芽細胞，グリコーゲンの
豊富な細胞の3つに大別され，後者は，所々でその
細胞質突起をセメント質瘤様組織に密着させていた
ので，この細胞が同硬組織の形成に直接的に関与し
ていることが示唆された．
ラットの皮下組織内に埋入したポリエチレン繊維
に対する組織反応：安東基善，吉河　靖，長谷川
博雅，川上敏行，枝　重夫（松本歯大・口腔病理）．
松本歯学，16（2）：152－159，1990．
　　歯髄失活剤（ネオ・アルゼンブラックおよびネオ
　パラホルムパスタ）などに使用されているアスベス
　トおよびその代替材としてのポリエチレン繊維につ
　いて，ラットの皮下組織の反応を病理学的に検討し
　た．その結果，アスベストは被包されたのに対し，
　ポリエチレン繊維は，異物巨細胞によって貧食され，
　経時的に減少した．さらに，壊死，著明な炎症性細
　胞の浸潤，全身性の毒性反応などがなかったことか
　らもポリエチレンの為害作用はほとんどないものと
　考えられた．これらのことと両者の生体に対する為
　害作用について若干の文献的考察を加え，歯髄失活
　剤に使用されているアスベストの代替材として，ポ
　リエチレン繊維は極めて有用なものであると判断さ
　れた．
繊毛上皮を伴ったきわめて稀な下顎歯根嚢胞の1
症例：安東基善，長谷川博雅，川上敏行，枝　重
夫（松本歯大・口腔病理），山本雅也（松本歯大・
口腔外科II）．松本歯学，16（3）：292－297，1990．
　　76歳，男性の下顎前歯部に出現した歯根嚢胞で，
　裏装上皮の一部に繊毛上皮を認めた1症例について
　報告した．繊毛は走査電顕で観察したところ，僅か
　10数列の裏装上皮細胞の自由面に叢状にみられた．
　この様な繊毛上皮を伴った下顎の歯根嚢胞は，我々
　の教室では186例中本症例の1例（0．5％）のみで，
　文献的にも，Shear（1960）は200例中4例（2．0％），
　Browne（1972）は402例中1例（0．2％）認め，鈴木
　ら（1990）は408例中皆無（0．0％）であったとして
　おり，きわめて稀であると判断された．また，この
　繊毛上皮の組織由来については，嚢胞という特殊な
　環境や炎症による種々の影響によって生じた重層扁
　平上皮の一種の化生によるものと考えた．
臨床診断に苦慮した神経鞘腫の1例：山本雅也，
古澤清文，藤本勝彦，市川紀彦，村田智明，氣賀
昌彦（松本歯大・口腔外科II），安東基善（松本歯
大・口腔病理）．松本歯学，16（3）：312－317，1990．
　学会発表
ラットの皮下組織内に埋入したポリエチレン繊維
に対する組織反応（第2報）：安東基善，吉河　靖，
長谷川博雅，川上敏行，枝　重夫（松本歯大・口
腔病理）．日病会誌，79（1）：173，1990．日本病理
学会総会（第79回）平成2年3月．
　　歯髄失活剤などの薬剤に使用されているアスベス
　トの代替材としてのポリエチレン繊維に対するラッ
　トの皮下組織における反応について，例数を増し電
　顕的にも検索した．その結果，実験群では多くの異
　物巨細胞がポリエチレン繊維を取り囲むように出現
　しており，電顕的にも細胞質内に多数の貧食空胞を
　観察した．これに対し対照群では，アスベストは被’
　包による異物の処理として判断された．しかし電顕
　的には線維芽細胞の細胞質内にわずかにアスベスト
　繊維の小片が取り込まれていた．以上の所見より，
　ポリエチレン繊維はアスベストよりも生体内で処理
　され易く，アスベストの代替材として有用であるも
　のと思われた．
Pathological　evaluation　of　a　root　canal　filling
material：Kawakami，　T．，　Nakamura，　C．　and
Eda，　S．（Dept．　of　Oral　PathoL，　Matsumoto　Dent．
Coll．）．　J．　Dent．　Res．69：176，1990．　General　Ses－
sion（68th），　lnternational　Association　for　Dental
Research，　March，1990．
　　糊剤根充材を下顎管内に挿入させ，その後の組繊
　反応について主として電顕的に検索した．すなわち，
　挿入パスタの周囲には肉芽組織が増殖し，大食細胞
　や異物巨細胞による活発な貧食が認められた．また，
　挿入部に一致して，不定形な石灰化物あるいは骨組
　織が新生していた．一方，パスタに近接した神経線
　維末では髄鞘，軸索ともに変性したが，変性物が分
　解・除去された後にはSchwann　tubeが残り，この
　中にSchwann細胞と再生軸索が伸長して速やかな
　神経線維の再生がなされていた．
Histological　observation　of　the　hydroxyapatite
coated　implant（SUMICIKONR）：Suzuki，　K．
松本歯学　17（1）1991
（Dept．　of　Oral　HistoL，　Matsumoto　Dent．　Coll．），
lto，　M．（lnst．　for　Dental　Sci．，　Matsumoto　Dent．
Coll．），　Tsunosue，　U．（Dept．　of　Oral　PathoL，
Matsumoto　Dent．　Col1．）and　Yoshizawa，　H．
（Dept．　of　Oral　Histo1．，　Matsumoto　Dent．　Coll．）．
Biennial　Congress　of　lnternational　Association
of　Oral　Pathologists（5th），　Satellite　Symposium
（1），July，1990．
U】trastructure　of　microca］cifications　in　oral
neoplasms：Kawakami，　T．，　Yoshikawa，　Y．，
Antoh，　M．，　Hasegawa，　H．　and　Eda，　S．（Dept．　of
Oral　Pathol．，　Matsumoto　Dent．　Coll．）．　Biennial
Congress（5th）of　International　Association　of
Oral　Pathologists，　July，1990．
　　ロ腔領域に発生した粘表皮癌，基底細胞腺腫，管
　状腺腫，多形成腺腫，中心性神経鞘腫の5症例の腫
　瘍組織内に形成された微小石灰化物について電子顕
　微鏡的並びに分析電子顕微鏡的に検索した．その結
　果，腫瘍細胞による間質への異常上皮性分泌あるい
　は細胞の変性などにより，膜性構造物が形成され，
　これらの構造物が石灰化物形成の基盤となることが
　明らかにされた．また，これらのうちあるものは，
　石灰化開始期の基質小胞と類似していたことから，
　基質小胞的な働きをするものと考えられた．
きわめて稀な繊毛上皮化生を伴った下顎歯根嚢胞
の1症例：安東基善，長谷川博雅，川上敏行，枝
重夫（松本歯大・口腔病理），山本雅也（松本歯大・
口腔外科II）．松本歯学，16：242，1990．松本歯
科大学学会総会（第30回）平成2年7月．
　　76歳，男性の下顎前歯部に出現した歯根嚢胞で，
　裏装上皮の一部に繊毛上皮を認めた1症例について
　報告した．繊毛は走査電顕で観察したところ，僅か
　10数例の裏装上皮細胞の自由面に叢状にみられた．
　この様な繊毛上皮を伴った下顎の歯根嚢胞は，我々
　の教室では186例中本症例の1例（0．5％）のみで，
　文献的にも，Shear（1960）は200例中4例（2．0％），
　Browne（1972）は402例中1例（0．2％）認め，鈴木
　ら（1990）は408例中皆無（0．0％）であったとして
　おり，きわめて稀であると判断された．また，この
　繊毛上皮の組織由来については，嚢胞という特殊な
　環境や炎症による種々の影響によって生じた重層扁
　平上皮の一種の化生によるものと考えた．
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糊剤根管充填材が乳歯根の吸収と後続永久歯胚に
及ぼす影響に関する実験的研究（第2報）：長谷川
博雅，安東基善，川上敏行，枝　重夫（松本歯大・
口腔病理）．松本歯学，16：243－244，1990．松本
歯科大学学会総会（第30回）平成2年7月．
　　26頭の生後約2ケ月の雑種・幼犬の下顎左側第
　2・第3乳前臼歯に，通法により抜髄・根管拡大を
　施し，水酸化カルシウム糊剤（Vitapex⑧）を根充し，
　過剰に根充された乳歯根尖歯周組織を電顕的に検索
　した．飼育期間は2，4，8週の3群で，対照には
　未処置の反対側同名歯を用いた．糊剤が溢出した根
　尖部歯周組織は，線維成分が乏しく，多くの紡錘形
　細胞と大小の不整形の細胞が存在していた．後者は
　胞体内に多くの負食胞やライソゾームを有し，大食
　細胞｝こよる糊剤の吸収像と考えられた．また根面に
　は定型的な破歯細胞が出現しており，周囲には巨細
　胞も見られ，一部は根充材の処理にともなって出現
　したものと思われた．
糊剤根管充填材（Vitapex⑱）の充填による乳歯根
周囲組織の反応に関する実験的研究：長谷川博
雅，安東基善，川上敏行，枝　重夫（松本歯大・
口腔病理）．歯基礎誌，32（抄）：238，1990．歯科
基礎医学会総会（第32回）平成2年10月．
　　26頭の生後約2ケ月の雑種・幼犬の下顎左側第
　2・第3乳前臼歯に，通法により抜髄根管拡大を施
　し，水酸化カルシウム糊剤（Vitapex⑱）を根充し，
　過剰に根充された乳歯根尖歯周組織を電顕的に検索
　した．飼育期間は2，4，8週の3群で，対照には
　未処置の反対側同名歯を用いた．溢出した糊剤周囲
　には，多くの空胞や均一な電子密度の物質を容れた
　貧食胞やライソゾームを有す，大小不整な単核細胞
　や多核巨細胞が見られた．これらは発達した多数の
　突起を持っていた．また対照歯と比較して歯根吸収
　が進んでいた歯根面には多数の破歯細胞とともに巨
　細胞も観察され，溢出糊剤の処理と乳歯根吸収の関
　連性が示唆された．
歯科理工学講座
　学会発表
金合金の耐食性一プラスメタルから熔製した18K
金合金について一：永沢　栄，綿谷　晃，洞沢功
子，高橋重雄（松本歯大・歯科理工）．歯科材料・
器械誌，9（特別号16）：116－117，1990．日本歯
130 電子顕微鏡による研究業績集平成2年
科理工学会（第16回）平成2年10月．
　　プラスメタル13種より熔製した18K金合金の化
　学的安定性について，溶出試験を行ない検討した．
　その結果，大量の銅が溶出してくる可能性が有り，
　この原因は，鋳造時に生じる酸化第1銅に因ること
　が判明した
口腔外科学講座第1
　論文発表
線維性骨異形成症の器械分析による観察二山岸眞
弓美，北村　豊，菅井敏郎，山田哲男，千野武廣
（松本歯大・口腔外科1），長内　剛，丸山　清（松
本歯大・歯科放射線），赤羽章司（松本歯大・電顕
室），米田照男，山口賢治（神奈川歯大・生化）．
日口外誌，36（8）：1896－1902，1990．
　　23歳，男性の下顎骨に発生した単骨性線維性骨異
　形成症に対し，術前，術後の放射線学的検討および
　切除物に対し，成分分析を行なった．切除物は赤外
　線吸収スペクトル法による分析で波長1，020cm－1に
　key－bandを示し，リン酸カルシウムと同定された．
　またX線マイクロアナライザーによる定性分析で
　Ca，　P，　Mgが検出され，　X線回折ではハイドロキシ
　アパタイトに類似するパターンが認められた．
セメント質形成性線維骨腫性エプーリスの1症
例：中鳥　哲，矢ケ崎　崇，山岸眞弓美，山田哲
男，植田章夫，北村　豊，千野武廣（松本歯大・
口腔外科1），長谷川博雅（松本歯大・口腔病理）．
日口外誌，36（8）：1910－1914，1990．
　　32歳，女性の下顎左側臼歯頬側歯肉に発生したセ
　メント質瘤の形成を伴った骨形成性エプーリスの1
　症例を経験し，組成像の観察およびエネルギー分散
　型分光器（EDS）による定性分析を行った．腫瘤中
　に認められた脆弱な骨梁中には不規則な基質線維束
　が走行しており，EDSによる分析ではカルシウムと
　リンの高いピークが見られた．またセメント質瘤様
　硬組織では中央部に半球状の陥凹が観察され，EDS
　による分析ではカルシウムとリンの高いピークが見
　られ，骨梁部の分析結果と類似していた．
　学会発表
ハイドロキシアパタイト・コーテッド・インプラ
ントに関する実験的研究一神経再生に伴う
cholinesterase活性の推移について一第1報対照
群：植田章夫，千野武廣（松本歯大・口腔外科1），
川原一祐（松本歯大・生物）．日口科誌，39（5）：
1337－1338，1990．日本口腔科学会総会（第44回）
平成2年4月．
　　インプラント体埋入に際し惹起される神経組織の
　変性・再生と神経伝達物質であるcholinesterase活
　性の推移について電子顕微鏡的に観察し，今回は対
　照群として，抜歯後3ケ月を経過した実験動物（雑
　成犬）の顎骨内cholinesterase活性について報告し
　た．
　　再生神経線維の軸索細胞膜および樹状突起に膜性
　上昇が認められた．
ロ腔外科学講座第II
　論文発表
臨床診断に苦慮した神経鞘腫の1例：山本雅也，
古澤清文，藤本勝彦，市川紀彦，村田智明，氣賀
昌彦（松本歯大・口腔外科II），安東基善（松本歯
大・口腔病理）．松本歯学，16（3）：312－317，1990．
繊毛上皮を伴ったきわめて稀な下顎歯根嚢胞の1
症例：安東基善，長谷川博雅，川上敏行，枝　重
夫（松本歯大・口腔病理），山本雅也（松本歯大・
口腔外科II）．松本歯学，16（3）：292－297，1990．
　学会発表
きわめて稀な繊毛上皮化生を伴った下顎歯根嚢胞
の1症例：安東基善，長谷川博雅，川上敏行，枝
重夫（松本歯大・口腔病理），山本雅也（松本歯大・
口腔外科II）．松本歯学，16：242，1990．松本歯
科大学学会総会（第30回）平成2年7月．
歯科保存学講座第1
　学会発表
家兎血清Ca低下作用物質の硬組織発育促進に関
する研究．第3報　ラヅト切歯のラベリング像に
おけるカルシウムとリンの量について：伊藤茂
樹，中山雅弘，今枝忠厚，太田紀雄（松本歯大・
歯科保存1），鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II）．
日歯周誌，32（抄）秋季特別号：145，1990．秋季
日本歯周病学会総会（第33回）平成2年11月．
　　唾液腺抽出物質が硬組織の成長に影響を与えてい
　ることはすでに明らかであるが，本研究はこれに代
　わるべく新しく作られた血清Ca低下作用物質を実
松本歯学　17（1）1991
験動物に投与して硬組織発育の程度を検討すること
を目的としている．
　ラット24匹を4群に分け，3群を実験群，残りを
対照群とし，それぞれに従来からの唾液腺抽出物質
を濃度を変えて投与し，同時にすべてのラットにラ
ベリング剤としてテトラサイクリンを投与した．実
験終了後に顎骨を摘出し，ブロック切削片を作製，
これをX線マイクロアナライザーを使用して線分析
法およびContour　map法による分析を行なった．
　その結果，実験群と対照群との間には大きな差は
認められなかった．今後，他の分析法を用いて詳し
く検討する必要があると思われる．
歯科矯正学講座
　論文発表
各種ディボンディング（矯正用ブラケット撤去）
法によるエナメル質表面損傷に関する研究：用松
忠信，西本雅弘，嘉ノ海龍三，吉川仁育，戸苅惇
毅，出口敏雄（松本歯大・歯科矯正），赤羽章司（松
本歯大・電顕室）．松本歯学，16（1）：23－30，1990．
　　この研究の目的は，矯正用ブラケット撤去後の効
　果的なレジン除去操作を見いだすことにある．30本
　の抜去下顎前歯を用い，通常の酸処理後，金属ブラ
　ケットを4－META／MMA－TBBレジン，および
　Bis－GMA系レジンにて接着した．ブラケット撤去
　後，歯面に残留したレジンは，4種類の器具を単独
　に用いて除去し，エナメル質表面の損傷状態の観察
　を走査型電子顕微鏡にて行なった．
　　その結果，①レジンの種類による相違は認められ
　なかった．②リムービングプライヤーの使用におい
　ては，幅の広い傷が認められた．③手用スヶ一ラー
　においては，細長い傷が認められた．④超音波スケー
　ラーにおいては，半円を押さえつけたような凹型の
　傷が認められた．⑤スチールバーにおいては幅広い
　浅い傷が認められた．
　学会発表
ヒト乳歯の脱落期における内部吸収について：岡
藤範正，出口敏雄（松本歯大・歯科矯正），鈴木一
郎，佐原紀行，鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II）．
歯基礎誌，32（補冊）：146，1990．歯科基礎医学
会総会（第32回）平成2年10月．
破歯細胞の分化について一ヒト乳歯の脱落期の内
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部吸収をモデルとして一：佐原紀行，鈴木一郎，
鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II），岡藤範正，出
口敏雄（松本歯大・歯科矯正）．歯基礎誌，32（補
冊）1147，1990．歯科基礎医学会総会（第32回）
平成2年10月．
象牙質吸収部へのセメント質添加について：佐原
紀行，鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II），岡藤範
正，豊城あずさ，出口敏雄（松本歯大・歯科矯正）．
松本歯科大学学会例会（第31回）平成2年11月．
Cytodifferentiation　of　odontoclasts　in　exfolia・
tion　of　human　deciduous　teeth：Sahara，　N．
（Dept．　of　Oral　Histol．，　Matsumoto　Dent．　Coll、），
Toyoki，　A．，　Okafuji，　N．，　Deguchi，　T．（Dept．　of
Orthod．，　Matsumoto　Dent．　Coll．）and　Suzuki，　K．
（Dept．　of　Ora1　Histol．，　Matsumoto　Dent．　Coll．）．
抄録集：70．国際歯科研究学会日本部会（JADR
総会，第38回）平成2年11月．
Histochemical　study　of　cytodifferentiation　of
odontoclast：Sahara，　N．（Dept．　of　Oral　HistoL，
Matsumoto　Dent．　ColL），　Okafuji，　N．，　Deguchi，
T．（Dept．　of　Orthod．，　Matsumoto　DenL　Coll．）
and　Suzuki，　K．（Dept．　of　Oral　Histol．，　Mat－
sumoto　Dent、　Coll．）．　J．　Histochem．　Cytochem．38
（7）：1034，1990．日米合同細胞組織化学会（第3回）
平成2年8月．
歯科放射線学講座
　論文発表
線維性骨異形成症の器械分析による観察二山岸眞
弓美，北村　豊，菅井敏郎，山田哲男，千野武廣
（松本歯大・ロ腔外科1），長内　剛，丸山　清（松
本歯大・歯科放射線），赤羽章司（松本歯大・電顕
室），米田照男，山口賢治（神奈川歯大・生化）．
日口外誌，36（8）：1896－1902，1990．
総合歯科医学研究所
　論文発表
Experimental　development　of　a　chitosan・
bonded　hydroxyapatite　bone　filling　Paste：Ito，
M．，Yamagishi，　T．，　Sugai，　T．（Inst．　for　Dental
Sci．，　Matsumoto　Dent．　Coll．）．歯科材料・器械，9
132 電子顕微鏡による研究業績集　平成2年
（4）：607－616，　1990．
　　植物，動物界にわたって存在する天然高分子キチ
　ン，キトサンはコラーゲンと同様に生体にとって安
　定な物質である．このキトサンを結合材としてハイ
　ドロキシアパタイトを基材とする骨補填材を作製し
　た．この材料の硬化時間，圧縮強さ，pH値，組織観
　察について種々検討した、
　学会発表
Histological　observation　of　the　hydroxyapatite
coated　implant（SUMICIKONR）：Suzuki，　K．
（Dept．　of　Oral　Histo1．，　Matsumoto　Dent．　Coll．），
Ito，　M．（Inst．　for　Dental　Sci。，　Matsumoto　Dent．
Coll．），　Tsunosue，　U．（Dept．　of　Oral　PathoL，　Mat－
sumoto　Dent．　Coll．）and　Yoshizawa，　H．（Dept．　of
Oral　Histo1．，　Matsumoto　Dent．　ColL）．　Biennial
Congress　of　International　Association　of　Oral
Pathologists（5th），　Satellite　Symposium（1），
July，1990．
ハイドロキシアパタイト溶射インプラント挿入周
囲組織の組織学的検索：鈴木和夫，吉沢英樹，磯
部晴彦，長谷川敬保（松本歯大・口腔解剖II），伊
藤充雄（松本歯大・総歯研）．抄録集：48．日本口
腔インプラント学会総会20周年記念講演会，第10
回日本口腔インプラント学会中国・四国支部総会
併催，平成2年7月．
多孔性ノ・イドロキシアパタイト溶射インプラント
の組織学的観察：磯部晴彦，長谷川敬保，吉沢英
樹，鈴木和夫（松本歯大・口腔解剖II），伊藤充雄
（松本歯大・総歯研）．抄録集：16．日本ロ腔イン
プラント学会中部支部総会（第11回）平成2年11
月．
論文発表
電子顕微鏡室
線維性骨異形成症の器械分析による観察：山岸眞
弓美，北村　豊，菅井敏郎，山田哲男，千野武廣
（松本歯大・口腔外科1），長内　剛，丸山　清（松
本歯大・歯科放射線），赤羽章司（松本歯大・電顕
室），米田照男，山口賢治（神奈川歯大・生化）．
日口外誌，36（8）：1896－1902，1990．
各種ディボンディング（矯正用ブラケット撤去）
法によるエナメル質表面損傷に関する研究：用松
忠信，西本雅弘，嘉ノ海龍三，吉川仁育，戸苅惇
毅，出口敏雄（松本歯大・歯科矯正），赤羽章司（松
本歯大・電顕室）．松本歯学，16（1）：23－30，1990．
Cemento－Ossifying　Fibromaに現われた硬組織
の超微形態学的分類：安東基善，長谷川博雅，河
住　信（松本歯大・ロ腔病理），赤羽章司（松本歯
大・電顕室），川上敏行，枝　重夫（松本歯大・口
腔病理）．J．　Clin．　Electron　Microsc．23（3）：301
－307，1990．
Salivary　stones：Takahashi，　T．（Dept．　of　Oral
Anat．，　Kanagawa　Dent．　Coll．），　Akahane，　S．
（Lab．　of　Electron　Microsc．，　Matsumoto　Dent．
Co11．），　Watanabe，　Y．（Dept．　of　Oral　PathoL，
Kanagawa　Dent．　ColL），　Nakamura，　T．，　Himi，
M．and　Takahashi，　K．（Dept．　of　Oral　Anat．，
Kanagawa　Dent．　Co1L）．　Bull．　Kanagawa　Dent．
Coll．17（2）：177－186，1989．
